
七段審査会に臨んで
                                         五泉市剣道連盟　安達敏正

私は、令和３年（2021年)１１月２３日・２４日の両日、東京武道館で開催された
「剣道七段審査会」に臨んで来ました。結果は幸いにも、七段審査に合格させて頂きま
した。七段審査合格に際し、改めて今日までの私自身の剣道修行の歩みを少し紹介させ
て頂きます。 
　思い起こせば、剣道を始めた年齢が、４０歳の時でした。当時の当連盟の会長で、故
山崎正平先生（剣道八段範士）から、「安達さん、竹刀を振ってみますか？」の一声か
ら、私の剣道人生が始まりました。全く剣道の経験が無い私でしたが、一級審査から初
段に、更に上の段位を目指し、益々剣道にのめり込みました。
受審段位が上に成るにつれ、受審段位に相応しい内容の剣道が出来る様に常に意識
し、ご指導を頂いた恩師の、故山崎正平先生（範士八段）・故藤井新二郎先生（教士八
段）の言葉を胸に止め、また剣道の専門雑誌等の購読を継続し、各方面の著名な剣道指
導者による、指導内容・修練上の考え方等を読みあさり、次の稽古日には指導内容を意
識して稽古に臨みました。しかし頭の中では理解しても、実践では当然思う様には行き
ませんでした。日々の稽古は、その繰り返しの毎日でした。日々の稽古には常に課題を
持って臨み、少しでも得る物が有れば、更に自身の物にする思いで、今日まで稽古して
来ました。
また日本を代表する剣道家の高野佐三郎先生（大日本武徳会剣道範士）の愛弟子で、
小島主先生(剣道範士九段)が、弟子の昇段審査に向けて書かれた、『昇段の心得』等の
教えが記された自筆の手紙のコピーを頂き、心得を胸に刻み、審査に臨む事が出来まし
た。
少し内容をご紹介させて頂きます。
一、姿勢・態度・着装に充分注意をする事。 
一、気声・間合い・残心に注意の事。
一、最初の一人目が審査員の印象を深くする事が多々有るので、特に注意して審査に 
　　臨む事。
一、大技で極めたら、次は小技の味も見せる様に努力する事。
一、試合ではなく実力を審査されるので、其の点を注意の事。平常心を持って急がずに
委縮せず全力で審査に臨む事。等です。
また地元で一緒に稽古している当連盟の諸先輩・剣友からも、ご指導頂きながら、少
しでも段位に相応しい剣道を目指して来ました。小生と合気に成って稽古のお相手をし
て頂いた、当連盟の諸先生方には、感謝の言葉しか有りません。また私自身サラリーマ
ン剣士ですから、仕事と稽古の両立も難しく、勤務先の社長始め・上司・同僚からのご
理解を頂き、稽古に参加出来る環境の中、稽古に汗を流す事が出来ました。そして、最
大成る理解者で有り、協力者は妻を始め、家族でした。家族の協力無くして、気兼ね無
く、剣道に打ち込める事は出来なかった事でしょう。
この度、幸いにも七段に合格させて頂きましたが、剣道の修行には、終わりが有りま
せん。漸く六段の修行が終わり、七段修行への許可を頂いた気持ちです。常に課題を
持って、更に七段に相応しい、剣道が出来る様に、まず健康に留意し、これからも稽古
に精進して行きたいと思います。


